
ご質問に対する回答     

【名古屋市交通局】  Ｑ．１ 弱冷房車と通常の冷房車の比率を逆にされてはいかがか 【ア 弱冷房車の比率を上げてはどうか】  Ａ：当局では、全車両について、下記のとおり２８度を基準として冷房しています。 【イ 暖冷房の温度はどのように設定されているか】  Ａ：車内冷房は車内温度が２８度を下回れば自動的にＯＦＦとなるよう設定しています。 車内暖房は車内温度が１７度でＯＮ、１８.５度でＯＦＦとなるよう設定しています。  Ｑ．２ 車両の暖冷房効率に配慮するため、ドア開閉エコタイムを導入されてはいかがか 【ア 利用者の少ない時間帯及び地域には、ドアの開閉を手動式として、無駄なドアの開 閉を抑制することで、暖冷房効率を上げることはできないか。】  Ａ：短い停車時間内に多くの乗降客のある本市地下鉄への導入は困難であり、効果も極めて限定的なものと考えます。  Ｑ．３ 駅のホームの照明、昼間に節電タイムを設けてはいかがか 【ア 電灯の点灯基準や時間帯などについて、具体的な定めはあるか。またその実践状況などはどうか】  Ａ：本市地下鉄の場合、全駅が地下又は高架駅ですが、高架駅においては原則として昼間時は消灯（季節や天候時等に応じ、必要な場合は点灯）しています。また、地下駅においても、列車停止位置以外の駅名板照明やホーム・コンコース階の減灯を実施しています。  Ｑ．４ 自転車持込み可能な車両を作って（導入して）いただくことは可能か 【ア 自転車を持ち込み可能な車両を休日等に一部導入し、自転車の利用を促進することは可能かどうか。検討状況、解決すべき課題についてもあわせてご教示いただきたい】  Ａ：   現時点では、自転車の持込を実施する予定はありません。 本市地下鉄の場合、全駅が地下又は高架駅であるため、地上からホーム階への上下移動が避けられませんが、①駅施設として自転車を引いてホームへ移動できるような駅構造となっていないこと、また、そうした施設を新たに設けるにも構造上の制約が極めて大きいこと。②また運行上の問題として、地下鉄のような都市内鉄道は、都市間鉄道に比べて比較的混雑が激しく、お客様の乗降が頻繁にあるため、そうした中で車椅子に比べて、より大きな面積を占有する自転車を車両内に載せるスペースを確保することが難しい点などが挙げられます。  


